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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ロング・ターム・エボリューション、すなわちＬＴＥ、ネットワーク（１０２）を介し
てメッセージを配信するように動作可能なユニバーサル・メッセージ・センター（１０４
）であって、
　宛先モバイル装置（１３１）に向けられたテキスト・メッセージを受信するように、前
記宛先モバイル装置（１３１）がＬＴＥ対応であるかどうか判定するように、また、前記
宛先モバイル装置（１３１）がＬＴＥ対応であるという判定に応答して、前記ＬＴＥネッ
トワーク（１０２）において前記宛先モバイル装置（１３１）に割り当てられたモバイル
ＩＰアドレスを識別するように動作可能な制御システム（１２２）と、
　前記モバイルＩＰアドレスに基づいて、前記ＬＴＥネットワーク（１０２）を介して前
記宛先モバイル装置（１３１）に前記テキスト・メッセージをフォワードしようと試みる
ように動作可能な配信システム（１２４）とを特徴とするユニバーサル・メッセージ・セ
ンター（１０４）。
【請求項２】
　前記制御システム（１２２）が、前記宛先モバイル装置（１３１）がＬＴＥ対応でない
という判定に応答して、前記テキスト・メッセージの発信元に対するストアアンドフォワ
ード、すなわちＳＦＤ、メッセージ・センター（１０８）を識別するように、また、前記
テキスト・メッセージを、ＳＦＤ処理のために前記ＳＦＤメッセージ・センター（１０８
）にフォワードするようにさらに動作可能である、請求項１に記載のユニバーサル・メッ



(2) JP 5519787 B2 2014.6.11

10

20

30

40

50

セージ・センター（１０４）。
【請求項３】
　前記制御システム（１２２）が、前記宛先モバイル装置（１３１）の加入者プロファイ
ルを格納する加入者データベース（１０６）に問い合わせて、前記宛先モバイル装置（１
３１）に割り当てられた前記モバイルＩＰアドレスを識別するようにさらに動作可能であ
り、
　前記制御システム（１２２）と前記加入者データベース（１０６）との間のインタフェ
ースがＤｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈインタフェースであり、前記モバイルＩＰアドレスに対し
て属性／値ペア、すなわちＡＶＰが、前記Ｄｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈインタフェースにおい
て定義される、請求項１に記載のユニバーサル・メッセージ・センター（１０４）。
【請求項４】
　前記制御システム（１２２）が、前記宛先モバイル装置（１３１）の加入者プロファイ
ルを格納する加入者データベース（１０６）に問い合わせてパケット・データ・ネットワ
ーク・ゲートウェイ、すなわちＰＤＮ－ＧＷ（１１２）のＰＤＮ－ＧＷアドレスを識別す
るように、また、前記ＰＤＮ－ＧＷアドレスに基づいて、前記ＰＤＮ－ＧＷ（１１２）に
問い合わせて、前記宛先モバイル装置（１３１）に割り当てられた前記モバイルＩＰアド
レスを識別するようにさらに動作可能である、請求項１に記載のユニバーサル・メッセー
ジ・センター（１０４）。
【請求項５】
　前記配信システム（１２４）が、先行配信試行、すなわちＦＤＡ、処理を使って、前記
ＬＴＥネットワーク（１０２）を介して前記宛先モバイル装置（１３１）に前記テキスト
・メッセージをフォワードするようにさらに動作可能であり、
　ＦＤＡ処理を使った先行配信試行が失敗した場合、前記制御システム（１２２）が、前
記テキスト・メッセージの発信元に対するストアアンドフォワード、すなわちＳＦＤ、メ
ッセージ・センター（１０８）を識別するように、また、前記テキスト・メッセージを、
ＳＦＤ処理のために前記ＳＦＤメッセージ・センター（１０８）にフォワードするように
さらに動作可能である、請求項１に記載のユニバーサル・メッセージ・センター（１０４
）。
【請求項６】
　ロング・ターム・エボリューション、すなわちＬＴＥ、ネットワーク（１０２）を介し
てメッセージを配信する方法であって、
　宛先モバイル装置（１３１）に向けられたテキスト・メッセージを受信するステップと
、
　前記宛先モバイル装置（１３１）がＬＴＥ対応であるかどうか判定するステップと、
　前記宛先モバイル装置（１３１）がＬＴＥ対応であるという判定に応答して、前記ＬＴ
Ｅネットワーク（１０２）において前記宛先モバイル装置（１３１）に割り当てられたモ
バイルＩＰアドレスを識別するステップと、
　前記モバイルＩＰアドレスに基づいて、前記ＬＴＥネットワーク（１０２）を介して前
記宛先モバイル装置（１３１）に前記テキスト・メッセージをフォワードしようと試みる
ステップとを特徴とする方法。
【請求項７】
　前記宛先モバイル装置（１３１）がＬＴＥ対応でないという判定に応答して、前記テキ
スト・メッセージの発信元に対するストアアンドフォワード、すなわちＳＦＤ、メッセー
ジ・センター（１０８）を識別するステップと、
　前記テキスト・メッセージを、ＳＦＤ処理のために前記ＳＦＤメッセージ・センター（
１０８）にフォワードするステップとをさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＬＴＥネットワーク（１０２）において前記宛先モバイル装置（１３１）に割り当
てられたモバイルＩＰアドレスを識別するステップが、
　前記宛先モバイル装置（１３１）の加入者プロファイルを格納する加入者データベース
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（１０６）に前記モバイルＩＰアドレスを問い合わせるステップを含み、
　前記加入者データベース（１０６）とのインタフェースが、Ｄｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈイ
ンタフェースであり、前記モバイルＩＰアドレスに対して属性／値ペア、すなわちＡＶＰ
が、前記Ｄｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈインタフェースにおいて定義される、請求項６に記載の
方法。
【請求項９】
　前記ＬＴＥネットワーク（１０２）において前記宛先モバイル装置（１３１）に割り当
てられたモバイルＩＰアドレスを識別するステップが、
　前記宛先モバイル装置（１３１）の加入者プロファイルを格納する加入者データベース
（１０６）に問い合わせて、パケット・データ・ネットワーク・ゲートウェイ、すなわち
ＰＤＮ－ＧＷ（１１２）のＰＤＮ－ＧＷアドレスを識別するステップと、
　前記ＰＤＮ－ＧＷアドレスに基づいて、前記ＰＤＮ－ＧＷ（１１２）に前記モバイルＩ
Ｐアドレスを問い合わせるステップとを含む、請求項６に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＬＴＥネットワーク（１０２）を介して前記宛先モバイル装置（１３１）に前記テ
キスト・メッセージをフォワードしようと試みるステップが、
　先行配信試行、すなわちＦＤＡ、処理を使って、前記ＬＴＥネットワーク（１０２）を
介して前記宛先モバイル装置（１３１）に前記テキスト・メッセージをフォワードするス
テップを含み、
　ＦＤＡ処理を使った先行配信試行が失敗した場合、前記方法が、前記テキスト・メッセ
ージの発信元に対するストアアンドフォワード、すなわちＳＦＤ、メッセージ・センター
（１０８）を識別するステップと、前記テキスト・メッセージを、ＳＦＤ処理のために前
記ＳＦＤメッセージ・センター（１０８）にフォワードするステップとをさらに含む、請
求項６に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信ネットワークの分野に関し、詳細には、ＬＴＥネットワークを介したメ
ッセージ配信に関する。
【背景技術】
【０００２】
　サービス・プロバイダは、モバイル装置を使う加入者に多数の音声および／またはデー
タ・サービスを提供するが、こうしたサービスの１つが、テキストおよびマルチメディア
・メッセージ通信である。多くのモバイル・ネットワークにおいて、テキスト／マルチメ
ディア・メッセージ通信は、非常に普及した通信モードとなっている。テキスト・メッセ
ージ・サービスの一例は、ショート・メッセージ・サービス（ＳＭＳ）であるが、これは
、モバイル装置の間での短いテキスト・メッセージ（すなわち、１６０文字）の交換を可
能にする通信プロトコルである。マルチメディア・メッセージ・サービスの一例は、Ｍｕ
ｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｍｅｓｓａｇｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ（ＭＭＳ）であるが、これは、モバ
イル装置の間でのマルチメディア・メッセージ（すなわち、デジタル・ピクチャ、メディ
ア・クリップなど）の交換を可能にする通信プロトコルである。多くの場合、モバイル・
ユーザは、音声通話よりも、通信用のテキストまたはマルチメディア・メッセージングを
頻繁に利用する。
【０００３】
　モバイル・ユーザに音声およびデータ通信を提供するように動作可能な様々なタイプの
ネットワークがある。第３世代パートナーシップ・プロジェクト（３ＧＰＰ、３ＧＰＰ２
）は、こうしたネットワークを介して通信するための標準を定義する仕様を提示している
。３ＧＰＰにおける現在の１つのプロジェクトは、ＵＭＴＳ携帯電話標準を、将来の要件
に対処するように改良するためのプロジェクトであるロング・ターム・エボリューション
（ＬＴＥ）である。このプロジェクトによって定義されたアーキテクチャは、発展型パケ



(4) JP 5519787 B2 2014.6.11

10

20

30

40

50

ット・システム（ＥＰＳ）と呼ばれる。ＥＰＳアーキテクチャは、アクセス側におけるＥ
－ＵＴＲＡＮ（次世代ＵＴＲＡＮ）およびコア側におけるＥＰＣ（発展型パケット・コア
）を包含する。
【０００４】
　現時点で、３ＧＰＰ仕様は、メッセージ配信のために、レガシー・ショート・メッセー
ジ通信サービス・センター（ＳＭＳＣ）およびマルチメディア・メッセージ通信サービス
・センター（ＭＭＳＣ）に依拠する。レガシーＳＭＳＣおよびＭＭＳＣは、ＬＴＥネット
ワークを介してモバイル装置にメッセージを配信することが可能ではない。したがって、
モバイル装置がＬＴＥネットワークに登録されている場合であっても、モバイル装置は、
ＬＴＥネットワークを介してＳＭＳメッセージもＭＭＳメッセージも受信することが可能
ではない。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本明細書に記載する実施形態は、テキスト、マルチメディア、または他のタイプのメッ
セージを直接、ＬＴＥネットワークを介して配信することが可能である。ＬＴＥ対応であ
るモバイル装置に向けられたメッセージが受信されると、モバイル装置のモバイルＩＰア
ドレスが識別される。メッセージの配信が次いで、メッセージをレガシーＳＭＳＣ／ＭＭ
ＳＣに先にフォワードせずに、ＬＴＥネットワークを介して、モバイルＩＰアドレスに基
づいてモバイル装置に対して試みられる。したがって、メッセージ・トラフィックの一部
は有利には、レガシーＳＭＳＣ／ＭＭＳＣからＬＴＥネットワークにオフロードされ得る
。
【０００６】
　一実施形態は、ＬＴＥネットワークを介してメッセージを配信するように動作可能なユ
ニバーサル・メッセージ・センター（universal message center）を備える。ユニバーサ
ル・メッセージ・センターは、宛先モバイル装置に向けられたメッセージを受信するよう
に、また、宛先モバイル装置がＬＴＥ対応であるかどうか判定するように動作可能な制御
システムを備える。宛先モバイル装置がＬＴＥ対応である場合、制御システムは、ＬＴＥ
ネットワークにおいて宛先モバイル装置に割り当てられたモバイルＩＰアドレスを識別す
るようにさらに動作可能である。ユニバーサル・メッセージ・センターは、モバイルＩＰ
アドレスに基づいて、ＬＴＥネットワークを介して宛先モバイル装置にメッセージをフォ
ワードしようと試みるように動作可能な、先行配信試行（ＦＤＡ）システムなどの配信シ
ステムをさらに備える。宛先モバイル装置がＬＴＥ対応でない場合、制御システムは、メ
ッセージの発信元に対するストアアンドフォワード（ＳＦＤ）メッセージ・センターを識
別し、メッセージを、ストアアンドフォワード処理のためにＳＦＤメッセージ・センター
にフォワードするようにさらに動作可能である。
【０００７】
　他の例示的な実施形態についても、後で説明する。
【０００８】
　本発明のいくつかの実施形態を、例示の目的でのみ、添付の図面を参照して次に記載す
る。同じ参照番号は、すべての図面において同じ要素または同じタイプの要素を表す。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】例示的な実施形態における通信ネットワークを示す図である。
【図２】例示的な実施形態における、ＬＴＥネットワークを介してメッセージを配信する
方法を示すフローチャートである。
【図３】例示的な実施形態における、ＬＴＥネットワークにおいてモバイル装置に割り当
てられたモバイルＩＰアドレスを識別する方法を示すフローチャートである。
【図４】例示的な実施形態における、ＬＴＥネットワークにおいてモバイル装置に割り当
てられたモバイルＩＰアドレスを識別する別の方法を示すフローチャートである。
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【図５】別の例示的実施形態における別の通信ネットワークを示す図である。
【図６】例示的な実施形態における、ＬＴＥネットワークへのモバイル装置の登録を示す
メッセージ図である。
【図７】別の例示的な実施形態における、ＬＴＥネットワークへのモバイル装置の登録を
示すメッセージ図である。
【図８】例示的な実施形態における、ＳＭＳメッセージの成功配信を示すメッセージ図で
ある。
【図９】例示的な実施形態における、ＳＭＳメッセージの別の成功配信を示すメッセージ
図である。
【図１０】例示的な実施形態における、ＳＭＳメッセージの失敗配信を示すメッセージ図
である。
【図１１】例示的な実施形態における、ＬＴＥ対応でないモバイル装置へのＳＭＳメッセ
ージの配信を示すメッセージ図である。
【図１２】例示的な実施形態における、ＳＭＳＣからのＳＭＳメッセージの成功配信を示
すメッセージ図である。
【図１３】例示的な実施形態における、ＳＭＳＣからのＳＭＳメッセージの成功配信を示
すメッセージ図である。
【図１４】例示的な実施形態における、ＳＭＳＣからのＳＭＳメッセージの失敗配信を示
すメッセージ図である。
【図１５】例示的な実施形態における、ＳＭＳＣからのＳＭＳメッセージの別の失敗配信
を示すメッセージ図である。
【図１６】例示的な実施形態における、ＳＭＳＣからのＳＭＳメッセージの別の失敗配信
を示すメッセージ図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図面および以下の説明では、本発明の具体的な例示的実施形態を例示する。したがって
、本明細書において明示的に記載することも示すこともないが、本発明の原理を実施する
とともに本発明の範囲内に含まれる様々な構成を当業者は考案してよいことが理解されよ
う。さらに、本明細書に記載するどの例も、本発明の原理の理解を助けることを意図して
おり、具体的に記載するこのような例および条件に限定するものではないものと企図され
るべきである。その結果、本発明は、後で説明する具体的な実施形態または例に限定され
るのではなく、請求項およびその等価物によって限定される。
【００１１】
　図１は、例示的な実施形態における通信ネットワーク１００を示す。通信ネットワーク
１００は、ＬＴＥネットワーク１０２、ユニバーサル・メッセージ・センター１０４、加
入者データベース１０６、およびストアアンドフォワード（ＳＦＤ）メッセージ・センタ
ー１０８を含む。ＬＴＥネットワーク１０２は、ユーザ機器（モバイル装置１３０～１３
１など）と、インターネットなど、外部のパケット・ネットワークとの間の接続性を提供
するパケット・データ・ネットワーク・ゲートウェイ（ＰＤＮ－ＧＷ）１１２を含む。Ｐ
ＤＮ－ＧＷ１１２はまた、ユーザ機器との間でトラフィックをルーティングし、ユーザ機
器にＩＰアドレスを割り振る、などのことを行う。ＬＴＥネットワーク１０２は、サービ
ング・ゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）および移動管理エンティティ（ＭＭＥ）など、他のネッ
トワーク要素を含み得ることが当業者には理解されよう。
【００１２】
　ユニバーサル・メッセージ・センター１０４は、ＬＴＥネットワーク１０２を介してユ
ーザ機器にメッセージを配信するように動作可能などのネットワーク要素も備える。ユニ
バーサル・メッセージ・センター１０４は、発展型パケット・コア（ＥＰＣ）ネットワー
クにおいて独立型要素として実装することができる。別の実施形態では、ユニバーサル・
メッセージ・センター１０４は、ＳＭＳＣで、ＭＭＳＣで、または別のネットワーク要素
で実装することができる。ユニバーサル・メッセージ・センター１０４は、制御システム
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１２２および配信システム１２４を含む。配信システム１２４の一例は、ＦＤＡ処理を実
施するように動作可能な先行配信試行（ＦＤＡ）システムを含み得る。ＦＤＡ処理では、
メッセージが初期時点で受信されると、メッセージを格納する前に、メッセージの配信が
先に試みられる。ＦＤＡ処理は、配信試行のためにメッセージを手短にキューイングする
ことを伴い得ることが当業者には理解されよう。ただし、メッセージは、ストアアンドフ
ォワード処理向けになされるように、永続的に格納されるわけではない。
【００１３】
　加入者データベース１０６は、１人または複数の加入者に対する加入者情報または加入
者データを格納し維持するどのデータベースまたは同様のシステムも含む。たとえば、加
入者データベース１０６は、モバイル装置１３０～１３１のユーザに対する加入者記録ま
たは加入者プロファイルの形で、加入者データを維持することができる。加入者データベ
ース１０６の一例は、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）である。
【００１４】
　ＳＦＤメッセージ・センター１０８は、ストアアンドフォワード処理を用いるメッセー
ジの配信を扱うように動作可能などのネットワーク要素も備える。たとえば、ＳＦＤメッ
セージ・センター１０８は、テキストまたはＳＭＳメッセージを配信するためのＳＭＳプ
ロトコルを実装するＳＭＳＣを含み得る。別の例では、ＳＦＤメッセージ・センター１０
８は、マルチメディアまたはＭＭＳメッセージを配信するためのＭＭＳプロトコルを実装
するＭＭＳＣを含み得る。ストアアンドフォワード処理とは、先にメッセージを（永続的
に）格納し、次いで、メッセージに対する配信試行を開始することによって、メッセージ
を配信するプロセスを指す。先行配信試行が不成功の場合、メッセージが配信され、また
は破棄されるまで、１度または複数のリトライ試行が実施される。１つの仮定は、ＳＦＤ
メッセージ・センター１０８が従来通り、ＵＭＴＳネットワークなどの非ＬＴＥネットワ
ークを介してモバイル装置にメッセージを配信するものである。
【００１５】
　本実施形態では、モバイル装置１３０がＬＴＥネットワーク１０２によるサービスに登
録し、または加入すると仮定する。モバイル装置１３０は、予め割り当てられた静的ＩＰ
アドレスをもっている。モバイル装置１３０がＬＴＥネットワーク１０２に登録すると、
ＬＴＥネットワーク１０２内のネットワーク要素が、モバイル装置１３０が登録されてい
る間は装置１３０に動的ＩＰアドレスを割り当てる。たとえば、ＰＤＮ－ＧＷ１１２が、
モバイル装置１３０に動的ＩＰアドレスを割り当ててよい。別の例では、サービング・ゲ
ートウェイ（図示せず）が、モバイル装置１３０に動的ＩＰアドレスを割り当ててよい。
動的ＩＰアドレスは、モバイル装置１３０に信号メッセージをルーティングするために使
われ、本明細書ではモバイルＩＰアドレスと呼ばれる。モバイル装置１３１は、同様にし
て登録を行い、やはりＬＴＥネットワーク１０２内部でモバイルＩＰアドレスを割り当て
られる。
【００１６】
　モバイル装置１３０～１３１がＬＴＥネットワーク１０２に登録されている状態におい
て、モバイル装置１３０～１３１と、図示していない他の装置との間でメッセージが交換
され得る。モバイル装置１３０は、モバイル装置１３１に向けられたメッセージをＬＴＥ
ネットワーク１０２に送ると仮定する。メッセージは、ＳＩＰメッセージなどの信号メッ
セージにカプセル化されることが当業者には理解されよう。メッセージをレガシーＳＭＳ
ＣまたはＭＭＳＣに自動的にフォワードするのではなく、ＰＤＮ－ＧＷ１１２は、メッセ
ージを、処理のためにユニバーサル・メッセージ・センター１０４にフォワードする。ユ
ニバーサル・メッセージ・センター１０４のより詳細な動作を、図２に示す。
【００１７】
　図２は、例示的な実施形態における、ＬＴＥネットワーク１０２を介してメッセージを
配信する方法２００を示すフローチャートである。方法２００のステップを、図１の通信
ネットワーク１００を参照して記載するが、方法２００は、他のネットワークおよびシス
テムでも実施され得ることが当業者には理解されよう。本明細書に記載するフローチャー
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トのステップは、包括的ではなく、図示していない他のステップも含み得る。ステップは
、代替的順序で実施してもよい。
【００１８】
　ステップ２０２で、制御システム１２２が、モバイル装置１３１に向けられたメッセー
ジを受信する。メッセージは、本実施形態ではテキスト・メッセージを含む。「テキスト
・メッセージ」という用語は、テキストを含むショート・メッセージと定義されるが、画
像、ビデオ、およびサウンド・コンテンツなどのマルチメディア・データを含むメッセー
ジにも拡大される。「テキスト・メッセージ」のいくつかの例は、ＳＭＳメッセージ、Ｍ
ＭＳメッセージ、またはインスタント・メッセージ（ＩＭ）を含む。他の実施形態では、
メッセージは、ｅメールまたは別のタイプのデータ・メッセージを含み得る。
【００１９】
　ステップ２０４で、制御システム１２２は、モバイル装置１３１がＬＴＥ対応であるか
どうか判定する。ＬＴＥ対応と見なされるためには、モバイル装置１３１は、モバイル装
置１３１がＬＴＥネットワーク１０２と通信することを可能にするアプリケーションまた
は機能を含む。このアプリケーションまたは機能は、ＬＴＥネットワーク１０２に登録し
、登録解除する機能を含む。制御システム１２２は、ＬＴＥ対応であるモバイル装置のイ
ンジケータを有する、サービス・プロバイダによって用意されたローカル・データベース
を維持することができる。モバイル装置は、国際移動体加入者識別（ＩＭＳＩ）または他
の何らかの識別子に従って、ローカル・データベース中で索引づけられ得る。あるいは、
制御システム１２２は、加入者データベース１０６に問い合わせて、モバイル装置１３１
がＬＴＥ対応であるかどうか判定することができる。制御システム１２２は、ステップ２
０４で、モバイル装置１３１がモバイル装置１３０と同じサービス・プロバイダによって
サービスされるかどうか、さらに判定することができる。
【００２０】
　モバイル装置１３１がＬＴＥ対応であるという判定に応答して、制御システム１２２は
、ステップ２０６で、ＬＴＥネットワーク１０２においてモバイル装置１３１に割り当て
られたモバイルＩＰアドレスを識別する。制御システム１２２が、モバイル装置１３１に
割り当てられたモバイルＩＰアドレスを識別することが可能な様々なやり方がある。一例
では、制御システム１２２は、図３にさらに示すが、加入者データベース１０６にモバイ
ルＩＰアドレスを問い合わせればよい。別の例では、制御システム１２２は、図４にさら
に示すが、ＰＤＮ－ＧＷ１１２にモバイルＩＰアドレスを問い合わせればよい。モバイル
ＩＰアドレスが識別されると、配信システム１２４は、ステップ２０８で、モバイルＩＰ
アドレスに基づいて、ＬＴＥネットワーク１０２を介してモバイル装置１３１にメッセー
ジをフォワードしようと試みる。
【００２１】
　モバイル装置１３１がＬＴＥ対応でないという判定に応答して、制御システム１２２は
、ステップ２１０で、モバイル装置１３０に対するＳＦＤメッセージ・センター１０８を
識別する。たとえば、制御システム１２２は、モバイル装置１３０の加入者電話番号また
はネットワーク・アドレスに基づいて、予め定義されたルーティング・テーブルを処理し
て、モバイル装置１３０に対するＳＦＤメッセージ・センター１０８を識別することがで
きる。制御システム１２２は代替的には、加入者データベース１０６に問い合わせてもよ
い。制御システム１２２は次いで、ステップ２１２で、メッセージを、ストアアンドフォ
ワード処理のためにＳＦＤメッセージ・センター１０８にフォワードする。メッセージの
受信に応答して、ＳＦＤメッセージ・センター１０８は、メッセージをメモリに（永続的
に）格納する。ＳＦＤメッセージ・センター１０８は次いで、モバイル装置１３１へのメ
ッセージの配信を試みる。先行配信試行が不成功の場合、一定期間（たとえば、１０分、
３０分など）の後で、配信がリトライされる。メッセージが破棄される前に、予め定義さ
れた回数のリトライが実施される。
【００２２】
　配信システム１２４が、（ステップ２０８で）モバイル装置１３１にメッセージをフォ
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ワードしようと試みるとき、配信システム１３４は、ＦＤＡ処理を使ってモバイル装置１
３１にメッセージをフォワードしようと試みてよい。ＦＤＡ処理を使った先行配信試行が
失敗した場合、配信システム１２２は、モバイル装置１３０に対するＳＦＤメッセージ・
センター１０８を識別し、メッセージを、ストアアンドフォワード処理のためにＳＦＤメ
ッセージ・センター１０８にフォワードする。
【００２３】
　通信ネットワーク１００内にユニバーサル・メッセージ・センター１０４を実装するこ
とによって、メッセージは有利には、ＬＴＥネットワーク１０２を介してモバイル装置１
３０～１３１に配信され得る。ユニバーサル・メッセージ・センター１０４は、モバイル
装置１３０～１３１に対するモバイルＩＰアドレスを識別することによって、メッセージ
を配信することが可能である。モバイルＩＰアドレスが識別されると、ユニバーサル・メ
ッセージ・センター１０４は有利には、レガシーＳＭＳＣ／ＭＭＳＣなどのストアアンド
フォワード・メッセージ・センターにメッセージを先にフォワードすることなく、メッセ
ージの配信を試みることができる。したがって、メッセージ・トラフィックの一部は、レ
ガシーＳＭＳＣ／ＭＭＳＣからオフロードされ得る。
【００２４】
　図３は、例示的な実施形態における、ＬＴＥネットワーク１０２においてモバイル装置
１３１に割り当てられたモバイルＩＰアドレスを識別する方法３００を示すフローチャー
トである（図２のステップ２０６を参照）。方法３００の場合、制御システム１２２は、
ＨＳＳなどの加入者データベース１０６に問い合わせて、モバイル装置１３１に割り当て
られたモバイルＩＰアドレスを識別することができる。問合せのために、制御システム１
２２は、ステップ３０２で、モバイルＩＰアドレスを要求する要求メッセージを加入者デ
ータベース１０６に送信する。要求メッセージは、静的ＩＰアドレスやＩＭＳＩなど、モ
バイル装置１３１の識別子を含む。ユニバーサル・メッセージ・センター１０４と加入者
データベース１０６との間のインタフェースは、加入者データベース１０６がＨＳＳを含
む場合などは、Ｄｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈインタフェースを含み得る。したがって、要求メ
ッセージは、Ｄｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈユーザ・データ要求（ＵＤＲ）を含み得る。
【００２５】
　要求メッセージに応答して、加入者データベース１０６は、モバイル装置１３１の加入
者プロファイルを識別し、このプロファイルはモバイルＩＰアドレスを含む。モバイルＩ
Ｐアドレスは通常、３ＧＰＰ／３ＧＰＰ２仕様によると、加入者プロファイルには含まれ
ない。したがって、新規フィールドが、モバイルＩＰアドレスに対する加入者プロファイ
ル中に定義される。この新規フィールドは、ＬＴＥネットワーク１０２内の要素によって
、たとえばＰＤＮ－ＧＷ１１２によって投入を受ける。ＨＳＳにモバイルＩＰアドレスを
投入する一例を、図６に示してある。
【００２６】
　図３のステップ３０４で、制御システム１２２は、モバイルＩＰアドレスを含む応答メ
ッセージを加入者データベース１０６から受信する。応答メッセージは、Ｄｉａｍｅｔｅ
ｒ　Ｓｈユーザ・データ回答（ＵＤＡ）を含み得る。本実施形態によると、応答メッセー
ジ（たとえば、ＵＤＡ）は、モバイルＩＰアドレス用に定義された属性／値ペア（ＡＶＰ
）を含む。このＡＶＰは、Ｄｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈプロトコルにおいて現時点では定義さ
れていない新規ＡＶＰである。
【００２７】
　図４は、例示的な実施形態における、ＬＴＥネットワーク１０２においてモバイル装置
１３１に割り当てられたモバイルＩＰアドレスを識別する（図２のステップ２０６を参照
）、別の方法４００を示すフローチャートである。方法４００の場合、制御システム１２
２は、加入者データベース１０６に問い合わせて、ＰＤＮ－ＧＷ１１２に対するアドレス
を識別することができる。本実施形態では、加入者データベース１０６ではなく、ＰＤＮ
－ＧＷ１１２が、モバイル装置１３１のモバイルＩＰアドレスを格納する。問合せのため
に、制御システム１２２は、ステップ４０２で、ＰＤＮ－ＧＷ１１２のアドレスを要求す
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る要求メッセージ（たとえば、Ｄｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈ　ＵＤＲ）を加入者データベース
１０６に送信する。要求メッセージは、モバイル装置１３１の、静的ＩＰアドレスやＩＭ
ＳＩなどの識別子を含む。
【００２８】
　要求メッセージに応答して、加入者データベース１０６は、モバイル装置１３１にサー
ビスしているＰＤＮ－ＧＷ１１２を識別し、ＰＤＮ－ＧＷアドレスを含む応答メッセージ
（たとえば、Ｄｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈ　ＵＤＡ）を制御システム１２２に返送する。制御
システム１２２は次いで、ステップ４０４で応答メッセージを受信する。制御システム１
２２は次いで、モバイル装置１３１のモバイルＩＰアドレスをＰＤＮ－ＧＷ１１２に問い
合わせればよい。この問合せのために、制御システム１２２は、ステップ４０６で、ＰＤ
Ｎ－ＧＷアドレスに基づいて、ＰＤＮ－ＧＷ１１２に別の要求メッセージを送信する。こ
の要求は、ＰＤＮ－ＧＷ１１２内に格納されている、モバイル装置１３１に割り当てられ
たモバイルＩＰアドレスを求めるものである。
【００２９】
　ユニバーサル・メッセージ・センター１０４は、通信ネットワーク内で予め実装されて
いるわけでも提案されているわけでもないので、ユニバーサル・メッセージ・センター１
０４とＰＤＮ－ＧＷ１１２との間に、提案されているインタフェースはない。本明細書で
提供されるように、ＳＩＰインタフェースを、ユニバーサル・メッセージ・センター１０
４とＰＤＮ－ＧＷとの間で使うことができる。したがって、要求メッセージは、モバイル
装置１３１のモバイルＩＰアドレスを要求するＳＩＰ　ＯＰＴＩＯＮＳを含み得る。
【００３０】
　要求メッセージに応答して、ＰＤＮ－ＧＷ１１２は、モバイル装置１３１のモバイルＩ
Ｐアドレスを識別する。ＰＤＮ－ＧＷ１１２は次いで、モバイル装置１３１のモバイルＩ
Ｐアドレスを有する応答メッセージを制御システム１２２に返送する。応答メッセージは
、ＳＩＰ２００ＯＫを含み得る。ステップ４０８で、制御システム１２２は、モバイルＩ
Ｐアドレスを含む応答メッセージをＰＤＮ－ＧＷ１１２から受信する。本実施形態による
と、応答メッセージは、モバイルＩＰアドレス用に定義されたフィールドを含む。このフ
ィールドは、ユニバーサル・メッセージ・センター１０４とＰＤＮ－ＧＷ１１２との間の
ＳＩＰインタフェースにおいて現時点では定義されていない新規フィールドである。
【実施例】
【００３１】
　図５は、別の例示的実施形態における通信ネットワーク５００を示す。通信ネットワー
ク５００は、ＬＴＥネットワーク５０２、ＵＭＴＳネットワーク５０３、ユニバーサル・
メッセージ・センター５０４、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）５０６、およびＳＭＳＣ５
０８を含む。ＬＴＥネットワーク５０２は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ５１２（次世代ＵＴＲＡＮ）
、移動管理エンティティ（ＭＭＥ）５１４、サービング・ゲートウェイ（Ｓ－ＧＷ）５１
６、およびＰＤＮ－ＧＷ５１８を含む。ＵＭＴＳネットワーク５０３は、ＵＴＲＡＮ５２
２、移動スイッチング・センター（ＭＳＣ）５２４、サービングＧＰＲＳサポート・ノー
ド（ＳＧＳＮ）５２６、およびホーム・ロケーション・レジスタ（ＨＬＲ）５２８を含む
。ＬＴＥネットワーク５０２およびＵＭＴＳネットワーク５０３は両方とも、モバイル装
置５３０にサービスを提供することが可能である。
【００３２】
　このアーキテクチャにおいて、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、ＬＴＥ
ネットワーク５０２を介してモバイル装置５３０にメッセージを配信するための、新たに
実装されたシステムである。メッセージを配信するために、ユニバーサル・メッセージ・
センター５０４は、ＨＳＳ５０６またはＰＤＮ－ＧＷ５１８のどちらかから、モバイル装
置５３０のモバイルＩＰアドレスにアクセスする。ユニバーサル・メッセージ・センター
５０４とＨＳＳ５０６との間の通信を可能にするために、Ｄｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈインタ
フェースが使われる。Ｄｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈインタフェースは、本実施形態において、
ＨＳＳ５０６が、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４にモバイルＩＰアドレスを
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与えることが可能になるように、モバイルＩＰアドレス用の新規定義属性／値ペア（ＡＶ
Ｐ）を含むようにアップグレードされ、または修正される。同様に、ユニバーサル・メッ
セージ・センター５０４とＰＤＮ－ＧＷ５１８との間の通信を可能にするために、ＳＩＰ
インタフェースが使われる。ＳＩＰインタフェースは、本実施形態において、ＰＤＮ－Ｇ
Ｗ５１８が、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４にモバイルＩＰアドレスを与え
ることが可能になるように、モバイルＩＰアドレス用の新規定義フィールドまたはパラメ
ータを含むようにアップグレードされ、または修正される。
【００３３】
　図６は、例示的な実施形態における、ＬＴＥネットワーク５０２へのモバイル装置５３
０の登録を示すメッセージ図である。図６において、モバイル装置５３０は、ＭＭＥ５１
４に登録メッセージ（アタッチ要求）を送信する。登録メッセージに応答して、ＭＭＥ５
１４は、当業者にとって公知なように、１つまたは複数のメッセージを交換することによ
って、モバイル装置５３０を認証する。ＭＭＥ５１４は次いで、モバイル装置５３０のモ
バイルＩＰアドレスを獲得するためのセッション作成要求メッセージをＰＤＮ－ＧＷ５１
８に（Ｓ－ＧＷ５１６を経由して）送信する。ＰＤＮ－ＧＷ５１８は、モバイル装置に動
的ＩＰアドレスを割り振るネットワーク要素である。したがって、ＰＤＮ－ＧＷ５１８は
、モバイル装置５３０の動的モバイルＩＰアドレスでＭＭＥ５１４に応答する。ＭＭＥ５
１４は次いで、モバイル装置５３０のモバイルＩＰアドレスを含む、ＳＩＰ　ＮＯＴＩＦ
Ｙなどの通知メッセージをＨＳＳ５０６に送信する。モバイルＩＰアドレスは、通知メッ
セージのＭＩＰ６－Ａｃｔｉｖｅ－Ｉｎｆｏ　ＡＶＰに挿入され得る。通知メッセージに
応答して、ＨＳＳ５０６は、モバイル装置５３０の加入者プロファイルにモバイルＩＰア
ドレスを格納する。ＨＳＳ５０６内で維持される加入者プロファイルは、モバイルＩＰア
ドレスの新規定義フィールドを含む。ＨＳＳ５０６は、ＳＩＰ２００ＯＫでＭＭＥ５１４
に返答する。本実施形態ではＨＳＳ５０６とＭＭＥ５１４との間でＳＩＰが使われるが、
他の実施形態では拡張Ｄｉａｍｅｔｅｒ　Ｃｘインタフェースも使うことができる。
【００３４】
　代替形態として、図７は、別の例示的実施形態における、ＬＴＥネットワーク５０２へ
のモバイル装置５３０の登録を示すメッセージ図である。図７は、ＰＤＮ－ＧＷ５１８が
Ｓ－ＧＷ５１６を経由してＭＭＥ５１４からセッション作成要求メッセージを受信するま
で、図６でのように進む。モバイル装置５３０のモバイルＩＰアドレスでＭＭＥ５１４に
応答するのではなく、ＰＤＮ－ＧＷ５１８は、モバイル装置５３０の静的ＩＰアドレスお
よびＧＷ５１８自体のアドレス（ＰＤＮ－ＧＷアドレスと呼ばれる）で、ＭＭＥ５１４に
応答する。ＭＭＥ５１４は次いで、モバイル装置５３０の静的ＩＰアドレスおよびＰＤＮ
－ＧＷアドレスを含む、ＳＩＰ　ＮＯＴＩＦＹなどの通知メッセージをＨＳＳ５０６に送
信する。通知メッセージに応答して、ＨＳＳ５０６は、ＰＤＮ－ＧＷアドレスを、モバイ
ル装置５３０の加入者プロファイルに格納する。繰り返しになるが、ＨＳＳ５０６内で維
持される加入者プロファイルは、ＰＤＮ－ＧＷアドレス用の新規定義フィールドを含む。
ＨＳＳ５０６は、ＳＩＰ２００ＯＫでＭＭＥ５１４に返答する。
【００３５】
　モバイル装置５３０が登録された状態で、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４
は、ＬＴＥネットワーク５０２を介してモバイル装置５３０に直接（先にメッセージをＳ
ＭＳＣ５０８にフォワードせずに）、ＳＭＳメッセージを配信しようと試みることができ
る。図８は、例示的な実施形態における、ＳＭＳメッセージの成功配信を示すメッセージ
図である。ユニバーサル・メッセージ・センター（ＵＭＣ）５０４は、モバイル装置５３
０のユーザに向けられたモバイル着信（ＭＴ）ＳＭＳメッセージを受信すると仮定する。
メッセージの受信に応答して、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、モバイル
装置５３０がＬＴＥ対応であり、同じサービス・プロバイダ・ネットワーク内にあると判
定する。したがって、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、モバイルＩＰアド
レスを求めるＤｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈ　ＵＤＲをＨＳＳ５０６に送信することによって、
ＬＴＥネットワーク５０２においてモバイル装置５３０に割り当てられたモバイルＩＰア
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ドレスを識別する。ＵＤＲに応答して、ＨＳＳ５０６は、モバイル装置５３０に関連づけ
られた加入者プロファイルを識別し、加入者プロファイルに格納されたモバイルＩＰアド
レスも識別する。ＨＳＳ５０６は次いで、モバイルＩＰアドレスを含むＤｉａｍｅｔｅｒ
　Ｓｈ　ＵＤＡをユニバーサル・メッセージ・センター５０４に送信する。モバイルＩＰ
アドレスは、Ｄｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈ　ＵＤＡの新規定義ＡＶＰに挿入される。モバイル
ＩＰアドレスが識別されると、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、モバイル
ＩＰアドレスに基づいて、ＬＴＥネットワーク５０２を介して（ＰＤＮ－ＧＷ５１８を通
して）モバイル装置５３０にＳＭＳメッセージをフォワードしようと試みる。より具体的
には、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、ＳＭＳメッセージを含むＳＩＰ　
ＭＥＳＳＡＧＥをＰＤＮ－ＧＷ５１８にフォワードし、ＰＤＮ－ＧＷ５１８は、Ｅ－ＵＴ
ＲＡＮ５１２の信号チャネルを介してモバイル装置５３０にＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥをフ
ォワードする（図５も参照）。ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、ＳＭＳメ
ッセージの先行配信試行のために、ＦＤＡシステム５３６を使う。したがって、ユニバー
サル・メッセージ・センター５０４は、ＳＭＳＣ５０８などにＳＭＳメッセージを格納す
る前に、先に配信を試みる。配信試行が成功した場合、モバイル装置５３０は、ＳＩＰ２
００ＯＫをＰＤＮ－ＧＷ５１８に送信し、ＧＷ５１８は、ユニバーサル・メッセージ・セ
ンター５０４に２００ＯＫを送る。
【００３６】
　図８において、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、ＨＳＳ５０６に問い合
わせて、モバイル装置５３０のモバイルＩＰアドレスを獲得することが可能である（図６
の登録を参照）。ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は代替的には、ＰＤＮ－Ｇ
Ｗ５１８に問い合わせて、モバイル装置５３０のモバイルＩＰアドレスを獲得してもよい
（図７の登録を参照）。図９は、例示的な実施形態における、ＳＭＳメッセージの別の成
功配信を示すメッセージ図である。再度、ユニバーサル・メッセージ・センター（ＵＭＣ
）５０４は、モバイル装置５３０のユーザに向けられたモバイル着信（ＭＴ）ＳＭＳメッ
セージを受信すると仮定する。メッセージの受信に応答して、ユニバーサル・メッセージ
・センター５０４は、モバイル装置５３０がＬＴＥ対応であり、同じサービス・プロバイ
ダ・ネットワーク内にあると判定する。したがって、ユニバーサル・メッセージ・センタ
ー５０４は、ＰＤＮ－ＧＷ５１８のアドレスを求めるＤｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈ　ＵＤＲを
ＨＳＳ５０６に先に送信することによって、ＬＴＥネットワーク５０２においてモバイル
装置５３０に割り当てられたモバイルＩＰアドレスを識別する。ＵＤＲに応答して、ＨＳ
Ｓ５０６は、モバイル装置５３０に関連づけられた加入者プロファイルを識別し、加入者
プロファイルに格納されたＰＤＮ－ＧＷアドレスも識別する。ＨＳＳ５０６は次いで、Ｐ
ＤＮ－ＧＷアドレスを含むＤｉａｍｅｔｅｒ　Ｓｈ　ＵＤＡをユニバーサル・メッセージ
・センター５０４に送信する。
【００３７】
　次に、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、モバイル装置５３０のモバイル
ＩＰアドレスを要求するＳＩＰ　ＯＰＴＩＯＮＳをＰＤＮ－ＧＷ５１８に送信する。ＳＩ
Ｐ　ＯＰＴＩＯＮＳに応答して、ＰＤＮ－ＧＷ５１８は、モバイル装置５３０に関して格
納されたモバイルＩＰアドレスを識別する。ＰＤＮ－ＧＷ５１８は次いで、モバイルＩＰ
アドレスを含むＳＩＰ２００ＯＫをユニバーサル・メッセージ・センター５０４に送信す
る。モバイルＩＰアドレスは、ＳＩＰ２００ＯＫの新規定義フィールドに挿入される。モ
バイルＩＰアドレスが識別されると、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、再
度ＦＤＡシステム５３６を使って、モバイルＩＰアドレスに基づき、ＬＴＥネットワーク
５０２を介して（ＰＤＮ－ＧＷ５１８を通して）モバイル装置５３０にメッセージをフォ
ワードしようと試みる。より具体的には、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は
、ＳＭＳメッセージを含むＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥをＰＤＮ－ＧＷ５１８にフォワードし
、ＰＤＮ－ＧＷ５１８は、Ｅ－ＵＴＲＡＮ５１２の信号チャネルを介してモバイル装置５
３０にＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥをフォワードする（図５も参照）。配信試行が成功した場
合、モバイル装置５３０は、ＳＩＰ２００ＯＫをＰＤＮ－ＧＷ５１８に送信し、ＧＷ５１
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８は、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４に２００ＯＫを送る。
【００３８】
　図１０は、例示的な実施形態における、ＳＭＳメッセージの失敗配信を示すメッセージ
図である。図１０のメッセージ図は、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４がＬＴ
Ｅネットワーク５０２を介してモバイル装置５３０にメッセージをフォワードしようと試
みるまでは、図８と同様である。本実施形態では、配信試行は失敗した。配信失敗の識別
に応答して、ユニバーサル・メッセージ・センター（ＵＭＣ）５０４は、ＳＭＳメッセー
ジの発信元に対するＳＭＳＣ５０８を識別する。たとえば、ユニバーサル・メッセージ・
センター５０４は、ローカルに用意されたデータに基づいて、またはＨＳＳ５０６に問い
合わせることによって、ＳＭＳＣ５０８を識別し得る。ユニバーサル・メッセージ・セン
ター５０４は次いで、ＳＭＳＣ５０８にＭＡＰ　ＭＴフォワード・ショート・メッセージ
（ＭＡＰ　ＭＴ－Ｆｏｒｗａｒｄ－ＳＭ）を送ることによって、ＳＭＳメッセージを、識
別されたＳＭＳＣ５０８にフォワードする。ＳＭＳＣ５０８は次いで、ＳＭＳメッセージ
を格納し、ストアアンドフォワード処理を用いて、さらなる配信試行を開始する。ＳＭＳ
Ｃ５０８は、ＵＭＴＳネットワーク５０３を介してモバイル装置５３０にＳＭＳメッセー
ジを配信しようと試みる。
【００３９】
　失敗配信の別の実施形態では、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、図９に
示すのと同じように、モバイルＩＰアドレスではなく、ＰＤＮ－ＧＷアドレスをＨＳＳ５
０６に問い合わせてもよい。
【００４０】
　図１１は、例示的な実施形態における、ＬＴＥ対応でないモバイル装置へのＳＭＳメッ
セージの配信を示すメッセージ図である。再度、ユニバーサル・メッセージ・センター（
ＵＭＣ）５０４は、モバイル装置５３０のユーザに向けられたモバイル着信（ＭＴ）ＳＭ
Ｓメッセージを受信すると仮定する。メッセージの受信に応答して、ユニバーサル・メッ
セージ・センター５０４は、モバイル装置５３０がＬＴＥ対応でないと判定する。したが
って、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、ＳＭＳメッセージの発信元に対す
るＳＭＳＣ５０８を識別し、ＳＭＳＣ５０８にＭＡＰ　ＭＴフォワード・ショート・メッ
セージ（ＭＡＰ　ＭＴ－Ｆｏｒｗａｒｄ－ＳＭ）を送ることによって、識別されたＳＭＳ
Ｃ５０８にＳＭＳメッセージをフォワードする。ＳＭＳＣ５０８は次いで、ＳＭＳメッセ
ージを格納し、ストアアンドフォワード処理を用いて、ＵＭＴＳネットワーク５０３を介
した配信試行を開始する。ＳＭＳＣ５０８は、モバイル装置５３０の現在の場所を要求す
るＭＡＰショート・メッセージ用ルーティング情報送付（ＳＲＩ－ＳＭ）を、ＳＴＰ５２
９を通してＨＬＲ５２８に送信する。ＨＬＲ５２８は、モバイル装置５３０にサービスし
ているＭＳＣ５２４を識別し、ＭＳＣアドレスを含むＳＲＩ－ＳＭ受信通知をＳＭＳＣ５
０８に送信する。ＳＭＳＣ５０８は次いで、ＭＳＣアドレスに基づいてＭＳＣ５２４にＭ
Ｔ－Ｆｏｒｗａｒｄ－ＳＭメッセージを送ることによって、ＳＭＳメッセージを配信しよ
うと試みる。ＭＴ－Ｆｏｒｗａｒｄ－ＳＭメッセージに応答して、ＭＳＣ５２４は、モバ
イル装置５３０にページングする。モバイル装置５３０がページングに確認応答した場合
、ＭＳＣ５２４は、ＵＴＲＡＮ５２２のエア・インタフェースを介したＳＣＣＰ接続にお
いて搬送される直接転送アプリケーション部分（ＤＴＡＰ）を使って、モバイル装置５３
０にＳＭＳメッセージを送る（図５も参照）。先行配信試行が成功した場合、ＭＳＣ５２
４は、ＳＭＳメッセージの成功配信を示すＭＴ－Ｆｏｒｗａｒｄ－ＳＭ応答をＳＭＳＣ５
０８に送る。先行配信試行が不成功の場合、ＳＭＳＣ５０８は、予め定義された時間間隔
の後、再試行を開始することになる。
【００４１】
　図８～１１の実施形態では、ＳＭＳメッセージの発信元は、ＬＴＥネットワークの加入
者であると仮定された。したがって、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、Ｓ
ＭＳＣ５０８にＳＭＳメッセージが送られる前に、先にＳＭＳメッセージを受信する。Ｓ
ＭＳメッセージの発信元がＬＴＥ加入者ではない場合、ＳＭＳメッセージは、先にＳＭＳ
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Ｃ５０８にフォワードされる。図１２は、例示的な実施形態における、ＳＭＳＣからのＳ
ＭＳメッセージの成功配信を示すメッセージ図である。ＳＭＳＣ５０８は、モバイル装置
５３０のユーザに向けられたモバイル着信（ＭＴ）ＳＭＳメッセージを受信すると仮定す
る。ＳＭＳメッセージの受信に応答して、ＳＭＳＣ５０８は、モバイル装置５３０の場所
を発見する必要がある。発見のために、ＳＭＳＣ５０８は、ＳＴＰ５２９を通して、モバ
イル装置５３０の現在の場所を要求するＭＡＰショート・メッセージ用ルーティング情報
送付（ＳＲＩ－ＳＭ）をＨＬＲ５２８に送信する（図５も参照）。本実施形態では、ＳＴ
Ｐ５２９は、ＳＭＳＣ５０８とＨＬＲ５２８との間に配置されているのだが、ＳＭＳＣ５
０８からのＭＡＰ　ＳＲＩ－ＳＭを傍受する。ＳＴＰ５２９は、ＭＡＰ　ＳＲＩ－ＳＭ中
のＨＬＲ信号局コードを、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４用の信号局コード
で置き換える。したがって、ＭＡＰ　ＳＲＩ－ＳＭは、ＨＬＲ５２８ではなくユニバーサ
ル・メッセージ・センター５０４にルーティングされる。
【００４２】
　ＭＡＰ　ＳＲＩ－ＳＭの受信に応答して、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４
は、ＰＤＮ－ＧＷ５１８のＰＤＮ－ＧＷアドレスと、すべてのＵＭＴＳモバイル装置に関
連づけられた一意の番号である、モバイル装置５３０の国際移動体加入者識別（ＩＭＳＩ
）とを求めるＵＤＲをＨＳＳ５０６に送信する。ＨＳＳ５０６は、モバイル装置５３０の
加入者プロファイルを処理し、ＰＤＮ－ＧＷアドレスおよびＩＭＳＩを含むＵＤＡで応答
する。次に、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、モバイル装置５３０のモバ
イルＩＰアドレスを要求するＳＩＰ　ＯＰＴＩＯＮＳをＰＤＮ－ＧＷ５１８に送信する。
ＳＩＰ　ＯＰＴＩＯＮＳに応答して、ＰＤＮ－ＧＷ５１８は、モバイル装置５３０用に格
納されたモバイルＩＰアドレスを識別する。ＰＤＮ－ＧＷ５１８は次いで、モバイルＩＰ
アドレスを含むＳＩＰ２００ＯＫをユニバーサル・メッセージ・センター５０４に送信す
る。
【００４３】
　ＨＳＳ５０６がモバイル装置５３０の加入者プロファイルにモバイルＩＰアドレスを格
納している場合、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、ＨＳＳ５０６にモバイ
ルＩＰアドレスを直接問い合わせてよいことが当業者には理解されよう。このシナリオで
は、ＰＤＮ－ＧＷ５１８への問合せは必要とされず、このことは図１３に示してある。
【００４４】
　図１２または１３において、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、最後に見
たＰＤＮアドレス、ＰＤＮ－ＧＷアドレス、および最新の配信失敗回数で、データベース
（ＩＭＳＩ／ＭＳＩＤＮをキーとする）を維持する。モバイルＩＰアドレスを獲得するた
めの問合せが成功した場合、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、モバイル装
置５３０がＬＴＥ対応である（すなわち、ＬＴＥネットワーク５０２に登録されている）
と判定する。ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は次いで、それ自体のアドレス
（すなわち、Ｅ．１６４アドレス）を、サービングＭＳＣ５２４のアドレスの代わりにル
ーティング情報としてＳＲＩ－ＳＭ受信通知に挿入し、ＳＲＩ－ＳＭ受信通知をＳＭＳＣ
５０８に送る。
【００４５】
　ＳＲＩ－ＳＭ受信通知に応答して、ＳＭＳＣ５０８は、ＳＭＳメッセージをモバイル装
置５３０に配信しようと試みる。そうするために、ＳＭＳＣ５０８は、ＳＲＩ－ＳＭ受信
通知に入れて戻されたアドレスにＭＡＰ　ＭＴフォワード・ショート・メッセージ（ＭＡ
Ｐ　ＭＴ－Ｆｏｒｗａｒｄ－ＳＭ）を送るが、このアドレスは、ユニバーサル・メッセー
ジ・センター５０４のＥ．１６４アドレスである。したがって、ＳＭＳＣ５０８は、ＳＭ
Ｓメッセージを、ＭＴ－Ｆｏｒｗａｒｄ－ＳＭに入れてユニバーサル・メッセージ・セン
ター５０４にフォワードする。ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は次いで、Ｓ
ＭＳメッセージを含むＭＴ－Ｆｏｒｗａｒｄ－ＳＭからＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥを生成し
、ＦＤＡ処理を使って、ＰＤＮ－ＧＷ５１８を経由してＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥをモバイ
ル装置５３０に送ろうと試みる。配信試行が成功した場合、モバイル装置５３０は、ＳＩ
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Ｐ２００ＯＫをＰＤＮ－ＧＷ５１８に送信し、ＧＷ５１８は、ユニバーサル・メッセージ
・センター５０４に２００ＯＫを送る。ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、
ＳＭＳメッセージの成功配信を示すＭＴ－Ｆｏｒｗａｒｄ－ＳＭ応答をＳＭＳＣ５０８に
送る。
【００４６】
　図１２～１３のようなメッセージ配信は、多くの利点をもたらす。第１に、メッセージ
配信は、ＵＭＴＳネットワーク５０３ではなくＬＴＥネットワーク５０２を介して実施さ
れ、そうすることによって、ＭＳＣ５２４などのＵＭＴＳネットワーク５０３に資源が保
存される。ユニバーサル・メッセージ・センター５０４がＦＤＡ処理を用いるので、ユニ
バーサル・メッセージ・センター５０４内に大型記憶設備が必要とされない。また、ユニ
バーサル・メッセージ・センター５０４は、レガシーＳＭＳＣインタフェースをサポート
するので、ＳＭＳＣ５０８を、ＬＴＥネットワーク５０２を介したＳＭＳメッセージの配
信を可能にするように変更する必要がない。
【００４７】
　図１４は、例示的な実施形態における、ＳＭＳＣからのＳＭＳメッセージの失敗配信を
示すメッセージ図である。本実施形態では、ＬＴＥネットワーク５０２上で配信が失敗し
た場合、ユニバーサル・メッセージ・センター（ＵＭＣ）５０４は、メッセージ配信のた
めにＵＭＴＳデータ・ネットワーク（ＳＧＳＮ）に切り換える。配信試行は、図１２また
は１３でのように実施されると仮定する。ただし、ユニバーサル・メッセージ・センター
（ＵＭＣ）５０４は、メッセージ配信が失敗したという指示を受信する。配信失敗の識別
に応答して、ユニバーサル・メッセージ・センター（ＵＭＣ）５０４は、メッセージ配信
のためにＵＭＴＳネットワーク５０３に切り換える。切換えのために、ユニバーサル・メ
ッセージ・センター５０４は、ＨＬＲ５２８にＳＲＩ－ＧＰＲＳを送る。登録されている
装置に対して、ＨＬＲ５２８は、ＳＧＳＮ５２６の識別子またはアドレスを、ＳＲＩ－Ｇ
ＰＲＳ受信通知に入れて戻す。ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は次いで、Ｓ
ＧＳＮ　ＩＤに基づいてＳＧＳＮ５２６にＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥを送り、ＳＧＳＮ５２
６は、ＵＭＴＳネットワーク５３０を介してＳＩＰ　ＭＥＳＳＡＧＥをモバイル装置５３
０に配信する。配信が成功した場合、モバイル装置５３０は、ＳＩＰ２００ＯＫをＳＧＳ
Ｎ５２６に送信し、ＳＧＳＮ５２６は、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４に２
００ＯＫを送る。ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は次いで、ＳＭＳメッセー
ジの成功配信を示すＭＴ－Ｆｏｒｗａｒｄ－ＳＭ応答をＳＭＳＣ５０８に送る。
【００４８】
　図１５～１６は、例示的な実施形態における、ＳＭＳＣからのＳＭＳメッセージの別の
失敗配信を示すメッセージ図である。本実施形態では、ＬＴＥネットワーク５０２上で配
信が失敗した場合、ユニバーサル・メッセージ・センター（ＵＭＣ）５０４は、メッセー
ジ配信のためにＵＭＴＳ音声ネットワーク（ＭＳＣ）に切り換える。配信試行は、図１２
または１３でのように実施されると仮定する。ただし、ユニバーサル・メッセージ・セン
ター（ＵＭＣ）５０４は、メッセージ配信が失敗したという、図１５の指示を受信する。
配信失敗の識別に応答して、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、メッセージ
配信のためにＵＭＴＳネットワーク５０３に切り換える。切換えのために、ユニバーサル
・メッセージ・センター５０４は、失敗指示を有するＭＴ－Ｆｏｒｗａｒｄ－ＳＭをＳＭ
ＳＣ５０８に送る。ＳＭＳＣ５０８は、一定の時間間隔の後、メッセージ配信をリトライ
する。時間間隔が満了すると、ＳＭＳＣ５０８は再度、モバイル装置５３０の現在の場所
を要求するＭＡＰ　ＳＲＩ－ＳＭを、ＳＴＰ５２９を通してＨＬＲ５２８に送信する。Ｓ
ＴＰ５２９は、ＳＭＳＣ５０８からのＭＡＰ　ＳＲＩ－ＳＭを傍受し、ＭＡＰ　ＳＲＩ－
ＳＭ中のＨＬＲ信号局コードを、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４の信号局コ
ードで置き換える。したがって、ＭＡＰ　ＳＲＩ－ＳＭは、ＨＬＲ５２８ではなくユニバ
ーサル・メッセージ・センター５０４に再度ルーティングされる。ＭＡＰ　ＳＲＩ－ＳＭ
の受信に応答して、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、ＰＤＮ－ＧＷ５１８
のＰＤＮ－ＧＷアドレスを要求するＵＤＲをＨＳＳ５０６に送信する。ＨＳＳ５０６は、
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ＰＤＮ－ＧＷアドレスを識別し、ＰＤＮ－ＧＷアドレスを含むＳＩＰ２００ＯＫをユニバ
ーサル・メッセージ・センター５０４に返送する。ユニバーサル・メッセージ・センター
５０４は次いで、モバイル装置５３０のモバイルＩＰアドレスを要求するＳＩＰ　ＯＰＴ
ＩＯＮＳをＰＤＮ－ＧＷ５１８に送信する。ＳＩＰ　ＯＰＴＩＯＮＳに応答して、ＰＤＮ
－ＧＷ５１８は、モバイル装置５３０用に格納されているモバイルＩＰアドレスを識別す
る。ＰＤＮ－ＧＷ５１８は次いで、モバイルＩＰアドレスを含むＳＩＰ２００ＯＫをユニ
バーサル・メッセージ・センター５０４に送信する。
【００４９】
　ＨＳＳ５０６がモバイル装置５３０の加入者プロファイルにモバイルＩＰアドレスを格
納している場合、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、ＨＳＳ５０６にモバイ
ルＩＰアドレスを直接問い合わせてよいことが当業者には理解されよう。このシナリオで
は、ＰＤＮ－ＧＷ５１８への問合せは必要とされない。
【００５０】
　図１６において、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、ＰＤＮ－ＧＷアドレ
スの変更、モバイルＩＰアドレスの変更、またはＬＴＥリトライタイマに基づいて、ＬＴ
Ｅ配信を再度試みるかどうか判定する。このシナリオでは、ＰＤＮ－ＧＷアドレスの変更
もモバイルＩＰアドレスの変更も仮定せず、ＬＴＥリトライタイマは満了していない。し
たがって、ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は、モバイル装置５３０の現在の
場所（ＣｇＰＡ＝ＵＭＣ　Ｅ．１６４）を要求するＳＲＩ－ＳＭを、ＳＴＰ５２９を通し
てＨＬＲ５２８に送信する。ＨＬＲ５２８は、データベース・ルックアップを実施して、
モバイル装置５３０の現在の場所を取り出し、モバイル装置５３０の現在の場所を示すＳ
ＲＩ－ＳＭ受信通知をユニバーサル・メッセージ・センター５０４に戻す。現在の場所は
、モバイル装置５３０にサービスしているＭＳＣ５２４のアドレス（ＭＳＣ　ＡＤＤＲ）
でよい。ユニバーサル・メッセージ・センター５０４は次いで、ＭＳＣ５２８のアドレス
（またはＩＤ）を示すＳＲＩ－ＳＭ受信通知をＳＭＳＣ５０８に送信する。このＳＲＩ－
ＳＭ受信通知は、ＳＲＩ－ＳＭに応答してＳＭＳＣ５０８がＨＬＲ５２８から受信するは
ずのＳＲＩ－ＳＭ受信通知と似ている。したがって、ＳＭＳＣ５０８は、ＭＳＣ５２４に
ＭＴ－Ｆｏｒｗａｒｄ－ＳＭメッセージを送ることによって、ＳＭＳメッセージを配信し
ようと試みる。ＭＳＣ５２４は次いで、モバイル装置５３０にページングする。モバイル
装置５３０がページングに確認応答した場合、ＭＳＣ５２４は、ＵＴＲＡＮ５２２のエア
・インタフェースを介してＳＣＣＰ接続において搬送される直接転送アプリケーション部
分（ＤＴＡＰ）を使って、モバイル装置５３０にＳＭＳメッセージを送る（図５も参照）
。配信が成功した場合、ＭＳＣ５２４は、ＳＭＳメッセージの成功配信を示すＭＴ－Ｆｏ
ｒｗａｒｄ－ＳＭ応答をＳＭＳＣ５０８に送る。
【００５１】
　図面に示し、または本明細書に記載した様々な要素のいずれも、ハードウェア、ソフト
ウェア、ファームウェア、またはこれらの何らかの組合せとして実装することができる。
たとえば、ある要素は、専用ハードウェアとして実装することができる。専用ハードウェ
ア要素は、「プロセッサ」、「コントローラ」、または何らかの同様の用語と呼ばれ得る
。プロセッサによって提供される場合、機能は、その一部が共有され得る、単一の専用プ
ロセッサによって、単一の共有プロセッサによって、または複数の個別プロセッサによっ
て提供され得る。さらに、「プロセッサ」または「コントローラ」という用語の明示的使
用は、ソフトウェアを実行することが可能なハードウェアを排他的に指すものと企図され
るべきでなく、暗黙的には、限定なしで、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）ハードウェ
ア、ネットワーク・プロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）または他の回路構成
、フィールド・プログラム可能ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）、ソフトウェアを格納する読
出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダム・アクセス・メモリ（ＲＡＭ）、不揮発性記憶装置
、ロジック、または他の何らかの物理的ハードウェア構成要素もしくはモジュールを含み
得る。
【００５２】
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　また、ある要素は、要素の機能を実施するようにプロセッサまたはコンピュータによっ
て実行可能な命令として実装され得る。命令のいくつかの例は、ソフトウェア、プログラ
ム・コード、およびファームウェアである。命令は、プロセッサによって実行されると、
要素の機能を実施するよう、プロセッサに命じるように動作可能である。命令は、プロセ
ッサによって可読な記憶装置に格納することができる。記憶装置のいくつかの例は、デジ
タルまたは固体状態メモリ、磁気ディスクおよび磁気テープ、ハード・ドライブ、ならび
に光学的に可読なデジタル・データ記憶媒体などの磁気記憶媒体である。
【００５３】
　具体的な実施形態を本明細書に記載したが、本発明の範囲は、こうした具体的実施形態
に限定されない。本発明の範囲は、添付の請求項およびそのあらゆる等価物によって定義
される。

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】
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